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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　放送対象となる放送番組信号と関連データと時刻信号が多重化されたビット列の放送信
号を受信するテレビジョン放送システム用受信装置であって、
　受信されたビット列の放送信号を放送番組信号と関連データとに分離する受信分離手段
と、
　この受信分離手段で分離された放送番組信号とこの放送番組信号に多重化された時刻信
号を蓄積する番組蓄積部、および、前記受信分離手段で分離された関連データとこの関連
データに多重化された時刻信号から復号された時刻情報を蓄積するデータ蓄積部とを備え
る蓄積手段と、
　前記データ蓄積部に蓄積された関連データ中から前記番組蓄積部に蓄積された放送番組
信号のシーンに対応づけられた関連データと時刻情報を抽出してメニュー形式の選択画面
を表示するメニュー表示手段と、
　前記蓄積手段の番組蓄積部から再生された放送番組信号に多重化された時刻信号から復
号された時刻情報と、前記メニュー表示から選択されたシーンに対応した時刻情報との間
で時刻の比較を行う時刻比較手段と、
　この時刻比較手段の比較結果に基づいて、前記蓄積手段の番組蓄積部から再生された放
送番組信号の中から、前記選択されたシーンに対応する放送番組信号部分を再生表示する
再生表示手段とを備えたテレビジョン放送システム用受信装置において、
　前記関連データには、放送番組の重要度を示す重要度情報または番組のスキップ情報が
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含まれており、
　前記再生表示手段は、関連情報データ中に前記重要度情報または前記スキップ情報が含
まれている場合には、前記重要度情報に基づいて放送番組信号を再生する、または前記ス
キップ情報に基づいて番組をスキップすることを特徴とするテレビジョン放送システム用
受信装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、放送番組に付随する補助的なデータを利用して、各家庭側で受信した放送番
組や情報を多彩な再生方式で再生するテレビジョン放送システム用受信装置に関する。
【０００２】
［発明の概要］
本発明は、テレビジョン受信機側に放送番組や補助的なデータを保存する蓄積装置を設け
、放送番組とともに、放送番組を特徴づける補助データや放送番組に関連する情報を前記
蓄積装置に蓄積させ、リアルタイムで受信されている放送番組あるいは保存された放送番
組に基づき、放送番組の一時停止を含む反復視聴や特定の放送番組のみを視聴させる短縮
視聴など、放送時間にとらわれない自由なテレビジョン視聴ならびに蓄積した放送番組に
関連する情報を随時、利用し得るノンリニア視聴型テレビジョン受信装置を可能にするも
のである。
【０００３】
【従来の技術】
近年、テレビジョン受信装置にメモリ回路を内蔵させ、放送局側から放送された放送番組
の内容を前記メモリ回路に記憶させながら再生し、視聴者側から戻し指示が入力されたと
き、前記メモリ回路に記憶されている少し前の放送番組を再生し得るテレビジョン受信装
置が開発されている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、このようなメモリ回路を内蔵するテレビジョン受信装置では、何らかの都
合で、決定的な場面などを見損ねた場合、一定時間以上前に放送された番組については、
これを再生することができないという問題があった。
【０００５】
そこで、テレビジョン受信装置に、既存の番組記録装置、例えば磁気テープを利用した家
庭用ＶＴＲ装置を取り付け、この家庭用ＶＴＲ装置に放送番組の内容を記録して、任意の
時間に、これを再生して、放送番組の内容を視聴させることも行われているが、このよう
な家庭用ＶＴＲ装置を使用する方法では、視聴者の特別な操作が無い限り、自動的に収録
動作を行うことができない。また、家庭用ＶＴＲ装置などの番組蓄積装置では、録画した
放送番組を順次、検索して視聴を希望する部分を見つけ出さなければならず、効率的な検
索を行うことができないという問題があった。
【０００６】
また、前記放送番組と関連付けられたデータとして、放送番組に関するより詳細な情報な
どがデジタル伝送路、例えば衛星テレビジョン放送におけるデータチャネルなどで伝送さ
れている場合であっても、これまでの記録装置では、放送番組自体しか保存することがで
きなかった。
【０００７】
このため、データを利用して、放送番組を繰り返して視聴したり、シーンやニュース番組
の特定項目などを選択して視聴したり、あるいは蓄積した放送番組に関する情報の利用な
ど、多彩で、かつ効率的な視聴を行うことができないという不便さがあった。
【０００８】
　本発明は上記の事情に鑑み、放送番組やこの放送番組に付随するデータを収録して、番
組の概要や出演者など、放送番組に関連する情報の視聴や、放送番組の繰り返し視聴、短
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縮視聴、可変速視聴など、多彩で、かつ効率的な視聴を行うことのできるテレビジョン放
送システム用受信装置を提供することを主目的としている。
【００１３】
【課題を解決するための手段】
　上記の目的を達成するために本発明は、放送対象となる放送番組信号と関連データと時
刻信号が多重化されたビット列の放送信号を受信するテレビジョン放送システム用受信装
置であって、受信されたビット列の放送信号を放送番組信号と関連データとに分離する受
信分離手段と、この受信分離手段で分離された放送番組信号とこの放送番組信号に多重化
された時刻信号を蓄積する番組蓄積部、および、前記受信分離手段で分離された関連デー
タとこの関連データに多重化された時刻信号から復号された時刻情報を蓄積するデータ蓄
積部とを備える蓄積手段と、前記データ蓄積部に蓄積された関連データ中から前記番組蓄
積部に蓄積された放送番組信号のシーンに対応づけられた関連データと時刻情報を抽出し
てメニュー形式の選択画面を表示するメニュー表示手段と、前記蓄積手段の番組蓄積部か
ら再生された放送番組信号に多重化された時刻信号から復号された時刻情報と、前記メニ
ュー表示から選択されたシーンに対応した時刻情報との間で時刻の比較を行う時刻比較手
段と、この時刻比較手段の比較結果に基づいて、前記蓄積手段の番組蓄積部から再生され
た放送番組信号の中から、前記選択されたシーンに対応する放送番組信号部分を再生表示
する再生表示手段とを備えたテレビジョン放送システム用受信装置において、前記関連デ
ータには、放送番組の重要度を示す重要度情報または番組のスキップ情報が含まれており
、前記再生表示手段は、関連情報データ中に前記重要度情報または前記スキップ情報が含
まれている場合には、前記重要度情報に基づいて放送番組信号を再生する、または前記ス
キップ情報に基づいて番組をスキップすることを特徴としている。
　上記構成によれば、関連データに記述された番組の説明情報などをメニュー形式で表示
し、視聴者によってメニュー表示されているシーンの１つが選択されたとき、蓄積されて
いる放送番組信号の中から、シーンを選択して視聴させることができる。また、重要度情
報を使用して、蓄積されている放送番組信号の中から、例えば、重要度が“Ａ”になって
いるシーンのみを自動的に選択して、これを視聴させることも、また暴力的なシーンを含
む部分等を含むシーンを自動的にスキップして、残りのシーンのみを視聴させることもで
きる。
【００２１】
【発明の実施の形態】
　　《実施の形態の構成》
　図１は本発明によるテレビジョン放送システム用受信装置の実施の形態を示すブロック
図である。
【００２２】
この図に示すテレビジョン放送システム１は、放送局側に設けられ、番組製作装置２、お
よび多重化送出装置３を有する送信装置４と、各家庭に設けられ、受信分離装置５、再生
表示装置６、および選択指示装置７を有する受信装置８とを備えており、放送局側では、
送信装置４から放送番組信号とこの放送番組信号を特徴づける関連データなどの補助的な
データとを多重化した放送信号を送出する一方、各家庭では、各受信装置８によって前記
放送信号を受信し、この放送信号中に含まれる補助的なデータと、放送番組信号とを蓄積
する。また、視聴者側からの指示に応じて、番組の概要や出演者など、放送番組に関連す
る情報の視聴を可能にし、放送番組の繰り返し視聴や短縮視聴、可変速視聴などを可能に
する。
【００２３】
送信装置４の番組製作装置２は、放送番組の内容となる符号化された映像信号、音声信号
（以下、これらを「放送番組信号」と総称する）を送出する映像／音声送出部９と、この
映像／音声送出部９から送出される放送番組信号の内容（放送番組）を特徴づける情報や
放送番組に関連する付随情報、例えば放送番組の概要や出演者の氏名などの情報（補助的
なデータ）を蓄積する蓄積部１０と、この蓄積部１０に蓄積されている補助的なデータを
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読み出して、デジタル伝送路などの伝送路１５に適した形に符号化するとともに、パケッ
ト化など必要な信号変換を行うデータ生成送出部１１とを備えており、放送対象となって
いる放送番組信号と、この放送番組信号に対応する補助的なデータとを多重化送出装置３
に供給する。
【００２４】
多重化送出装置３は、時刻信号（基準時刻を示す信号）を生成する時刻信号発生部１２と
、番組製作装置２から出力される放送番組信号、補助的なデータに対し、時刻信号発生部
１２から出力される時刻信号を各々、多重化するとともに、その内容や種別を表わす識別
子を付加して、ビット列などのような適切な信号形式に変換する多重化部１３と、この多
重化部１３から出力される多重化信号を伝送路１５に適した形に信号変換、例えば誤り訂
正符号の付加、変調処理、増幅処理などを行って放送信号を生成する送出部１４とを備え
ており、番組製作装置２から出力される放送番組信号、補助的なデータに時刻信号を各々
、多重化するとともに、その内容や種別を表わす識別子を付加して、伝送路１５に適した
形式の信号（放送信号）を生成し、これを伝送路１５上に送出して、各受信装置８に供給
する。
【００２５】
受信装置８の受信分離装置５は、伝送路１５を介して供給される放送信号を受信して、復
調処理、誤り訂正処理など、送出部１４と逆の変換を行って前記放送信号から多重化信号
を再生する受信処理部１６と、この受信処理部１６から出力される多重化信号のビット列
を各パケットに区分するとともに、各識別子に基づき、各パケットを放送番組信号と、補
助的なデータとに分離した後、選択指示装置７から出力される番組選択信号で指定された
番組のパケットを選択するパケット分離部１７とを備えており、伝送路１５を介して供給
される放送信号を受信し、この放送信号に多重化されている放送番組信号と、補助的なデ
ータとを分離するとともに、選択指示装置７から出力される番組選択信号に基づき、指定
された番組の放送番組信号と、補助的なデータとを選択し、これらを再生表示装置６に供
給する。
【００２６】
再生表示装置６は、受信分離装置５から出力される放送番組信号を復号化してこの放送番
組信号に含まれる映像信号、音声信号を再生する復号部１８と、受信分離装置５から出力
される補助的なデータ、および放送番組信号を蓄積しながら、選択指示装置７から出力さ
れる再生指示信号に応じた再生形式で、蓄積している補助的なデータ、放送番組信号を再
生して映像信号、音声信号を生成するノンリニア視聴処理部１９と、選択指示装置７から
出力される指示信号に基づき、アイコンなど指定された選択指示用画面に相当する映像信
号などを発生する画像発生部２０と、選択指示装置７から出力される選択指示信号に基づ
き、復号部１８から出力される映像信号、音声信号、ノンリニア視聴処理部１９から出力
される映像信号、音声信号、画像発生部２０から出力される映像信号などのいずれかを選
択したり、合成したりする選択／合成処理部２１と、この選択／合成処理部２１から出力
される映像信号、音声信号に応じた音声を発するとともに、画像を表示する表示部２２と
を備えている。
【００２７】
そして、この再生表示装置６は、選択指示装置７から出力される指示信号などに応じて、
受信分離装置５から出力される放送番組信号を復号化し、この放送番組信号に含まれる映
像信号、音声信号をリアルタイムで再生して、視聴者に視聴させたり、受信分離装置５か
ら出力される放送番組信号と、補助的なデータとを蓄積して、指定された放送番組を指定
された再生形式、例えば番組の概要や出演者など、放送番組に関連する情報の再生や、放
送番組の繰り返し再生、短縮再生、あるいは可変速再生をして、視聴者の好みに応じた番
組を視聴させる。
【００２８】
また、選択指示装置７は、番組を選択する際や再生形式を指定する際に視聴者によって操
作され、リモコン信号などを生成する遠隔制御部２３と、この遠隔制御部２３から出力さ
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れるリモコン信号などに応じて、受信分離装置５、および再生表示装置６を制御して、指
定された放送番組を指定された再生形式、例えば放送番組や付随するデータを蓄積させて
、番組の概要や出演者など、放送番組に関連する情報を再生させたり、放送番組の繰り返
し再生や短縮再生、可変速再生などを行わせるＣＰＵ２４とを備えている。
【００２９】
次に、図２に示すブロック図を参照しながら、図１に示すノンリニア視聴処理部１９につ
いて、詳細に説明する。
【００３０】
この図に示すノンリニア視聴処理部１９は、選択指示装置７から出力される指示信号に応
じた制御信号などを生成する制御部２５と、受信分離装置５から出力される放送番組信号
の番組特徴を抽出するとともに、放送番組信号を蓄積しながら、制御部２５から出力され
る制御信号に基づき、蓄積している放送番組信号を読み出して出力する番組蓄積部２６と
、受信分離装置５から出力される補助的なデータを蓄積しながら、制御部２５から出力さ
れる制御信号に基づき、蓄積している補助的なデータを読み出して出力するデータ蓄積部
２７と、番組蓄積部２６から出力される放送番組信号に含まれる時刻情報、受信分離装置
５から出力される放送番組信号に含まれる時刻情報、データ蓄積部２７から出力される補
助的なデータに含まれる時刻情報のうち、指定された各時刻情報を比較して、比較結果を
制御部２５に供給する時刻比較部２８と、制御部２５から出力される制御信号に応じて、
番組蓄積部２６から出力される放送番組信号、データ蓄積部２７から出力される補助的な
データを復号化して映像信号、音声信号を再生する復号部２９とを備えており、受信分離
装置５から出力される放送番組信号と、補助的なデータとを蓄積して、指定された放送番
組を指定された再生形式、例えば番組の概要や出演者など、放送番組に関連する情報を再
生したり、放送番組の繰り返し再生や短縮再生、可変速再生などを行ったりし、これによ
って得られた映像信号と、音声信号とを選択／合成処理部２１に供給する。
【００３１】
この場合、番組蓄積部２６は、制御部２５から特徴検出指示を示す制御信号が出力されて
いるとき、受信分離装置５から出力される放送番組信号で示される各番組の特徴を検出し
て、各番組の切り替わり点などを制御部２５に知らせる番組特徴検出回路３０と、放送番
組信号を記憶するのに必要な数百メガバイト程度の記憶容量を持つ蓄積回路３１と、番組
特徴検出回路３０から出力される放送番組信号を取り込み、予め設定されている相対時刻
Ｔだけずれた時刻を付加して蓄積回路３１に蓄積させながら、制御部２５から出力される
制御信号に基づき、蓄積回路３１に蓄積されている放送番組信号のうち、指示された番組
に対応する放送番組信号を読み出す蓄積処理回路３２とを備えており、制御部２５から出
力される指示信号で特徴検出動作が指示されているとき、受信分離装置５から出力される
放送番組信号で示される番組の特徴を検出して、この検出結果を制御部２５に供給すると
ともに、前記放送番組信号を蓄積しながら、蓄積している放送番組信号のうち、制御部２
５から出力される制御信号で指示された放送番組信号を読み出し、これを時刻比較部２８
と、復号部２９とに供給する。また、制御部２５から出力される制御信号で特徴検出が指
示されていないとき、受信分離装置５から出力される放送番組信号を蓄積しながら、蓄積
している放送番組信号のうち、制御部２５から出力される制御信号で指示された放送番組
信号を読み出し、これを時刻比較部２８と、復号部２９とに供給する。
【００３２】
また、データ蓄積部２７は、信号分離装置５から出力される補助的なデータを信号変換し
た、静止画データ、時刻情報、説明情報、重要度情報などに分離する信号変換／分離回路
３３と、所定量のデータを記憶するのに必要な記憶容量を持つメモリ回路３４と、信号変
換／分離回路３３から出力される補助的なデータを復号して、図３に示すように、各時刻
と説明と重要度とが関係づけられた表３５や静止画データなどを作成し、これらをメモリ
回路３４に一時記憶させながら、制御部２５から出力される制御信号で指示されたメニュ
ー表示に必要な部分を読み出す復号／制御回路３６とを備えており、信号分離装置５から
出力される補助的なデータのうち、ノンリニア視聴に必要なデータを分離した後、これを
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復号してメモリ回路３４内に記憶させながら、制御部２５から出力される制御信号で指示
されたメニュー表示に必要な部分を切り出し、これによって得られた時刻情報、説明情報
、静止画データ、重要度情報などを時刻比較部２８、復号部２９、制御部２５に各々、供
給する。
【００３３】
また、時刻比較部２８は、受信分離装置５から出力される放送番組信号中に含まれている
時刻信号を分離する時刻信号分離回路３７と、この時刻信号分離回路３７から出力される
時刻信号を復号して時刻情報を再生する時刻信号復号回路３８と、番組蓄積部２６から出
力される放送番組信号中に含まれている時刻信号を分離する時刻信号分離回路３９と、制
御部２５から出力される制御信号に基づき、時刻信号分離回路３９から出力される時刻信
号を復号して相対時刻Ｔだけ元に戻した時刻情報を再生する時刻信号変換復号回路４０と
、この時刻信号変換復号回路４０から出力される時刻情報、時刻信号復号回路３８から出
力される時刻情報、データ蓄積部２７から出力される時刻情報のうち、指定された２つの
時刻情報を比較し、これの時刻情報で示される時刻が一致しているかどうかを判定すると
ともに、判定結果を制御部２５に供給する比較回路４１とを備えており、受信分離装置５
から出力される放送番組信号中に含まれている時刻情報と、番組蓄積部２６から出力され
る放送番組信号中に含まれている時刻情報とを復号するとともに、制御部２５から出力さ
れる制御信号に基づき、前記各時刻情報、データ蓄積部２７から出力される時刻情報のう
ち、指定された２つの時刻情報を比較し、この比較結果を制御部２５に供給する。
【００３４】
また、制御部２５は、選択指示装置７のＣＰＵ２４から出力される指示信号に基づき、番
組蓄積部２６と、データ蓄積部２７と、時刻比較部２８と、復号部２９とを制御する制御
回路４２を備えており、選択指示装置７から出力される指示信号に基づき、番組蓄積部２
６と、データ蓄積部２７と、時刻比較部２８と、復号部２９とを制御して、指定された放
送番組、指定された補助的なデータを選択させ、指定された再生形態で、これを再生させ
る。
【００３５】
また、復号部２９は、制御部２５から出力される制御信号に基づき、番組蓄積部２６から
出力される放送番組信号、データ蓄積部２７から出力される静止画データ、説明情報など
を復号して、映像信号、音声信号を生成する復号回路４３を備えており、制御部２５から
出力される制御信号に基づき、番組蓄積部２６から出力される放送番組信号、データ蓄積
部２７から出力される静止画データ、説明情報などを選択的に復号して、指定された再生
形態の映像信号、音声信号を再生し、これを選択／合成処理部２１に供給する。
【００３６】
《実施の形態の動作》
次に、図１、図２に示すブロック図、図３に示す模式図を参照しながら、この実施の形態
の視聴動作について詳細に説明する。
【００３７】
＜受信動作の開始指示が入力された場合＞
まず、視聴者によって遠隔制御部２３が操作されて、受信動作を開始する指示が入力され
ると、選択指示装置７のＣＰＵ２４によって、受信分離装置５、再生表示装置６の制御が
開始されて、送信装置４から送出される放送信号の受信が開始されて、この放送信号に多
重化されている放送番組信号と、補助的なデータとが分離され、この分離動作で得られた
放送番組信号が復号部１８に供給されて復号されるとともに、前記放送番組信号と、前記
補助的なデータとがノンリニア視聴処理部１９に供給されて、番組蓄積部２６と、データ
蓄積部２７とに各々、蓄積される。
【００３８】
＜放送番組信号をリアルタイムで再生する場合＞
この状態で、視聴者によって遠隔制御部２３が操作されて、放送番組をリアルタイムで再
生する指示が入力されると、選択指示装置７のＣＰＵ２４によって受信分離装置５のパケ
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ット分離部１７と、再生表示装置６の選択／合成処理部２１とが制御され、パケット分離
部１７によって、指定された番組の放送番組信号が選択され、復号部１８によってこれが
復号されて、映像信号、音声信号が再生される。
【００３９】
そして、選択／合成処理部２１によって、復号部１８から出力されている映像信号、音声
信号が選択され、表示部２２上に前記映像信号に対応する映像が表示されるとともに、表
示部２２から前記音声信号に対応する音声が出力される。
【００４０】
＜放送番組信号を蓄積して、指定された再生形態で再生する場合＞
また、視聴者によって遠隔制御部２３が操作されて、放送番組を蓄積して、指定された再
生形態で再生する指示が入力されると、選択指示装置７のＣＰＵ２４によって受信分離装
置５のパケット分離部１７と、再生表示装置６のノンリニア視聴処理部１９と、選択／合
成処理部２１とが制御されて、番組蓄積部２６に蓄積されている放送番組信号の再生開始
が指示される。
【００４１】
これにより、ノンリニア視聴処理部１５の制御部２５によって、番組蓄積部２６、時刻比
較部２８、復号部２９が制御されて、受信分離装置５から出力される放送番組信号が番組
蓄積部２６に蓄積されながら、蓄積された放送番組信号のうち、指定されたチャネルの放
送番組信号が視聴者によって指定された読み出し方式で、例えば早送りなどの短縮再生方
式、繰り返し再生方式、一時停止などに対応する読み出し方式で、選択的に読み出され、
これが復号部２９に供給されて、映像信号、音声信号が復号される。
【００４２】
そして、選択／合成処理部２１によってノンリニア視聴処理部１５の復号部２９で再生さ
れた映像信号、音声信号が選択され、表示部２２上に前記映像信号に対応する映像が表示
されるとともに、表示部２２から前記音声信号に対応する音声が出力され、これによって
早送りなどの短縮再生方式、繰り返し再生方式、一時停止などの再生形態で、蓄積されて
いる放送番組が再生される。
【００４３】
また、この動作と並行し、時刻比較部２８によって、受信分離装置５から出力される放送
番組信号中に含まれる時刻信号が分離、復号されて、実時間で放送されている番組の時刻
情報（基準時刻情報）が再生されるとともに、番組蓄積部２６から出力される放送番組信
号中に含まれる時刻信号が分離、復号されて時刻情報（相対時刻情報）が再生され、この
相対時刻情報と、前記基準時刻情報とが比較されて、この比較結果が制御部２５に供給さ
れる。
【００４４】
これにより、選択指示装置７のＣＰＵ２４によって、指定された番組が指定された再生形
態、例えば繰り返し再生、一時停止などの再生形態で、番組蓄積部２６に蓄積されている
放送番組信号の一部が再生されているとき、現在、再生されている放送番組信号の時刻と
、放送局側から送出されている放送番組信号で示される基準時刻との差が検出され、この
差に基づき、制御部２５によって、番組蓄積部２６から出力される放送番組信号の番組が
、現在、放送局から放送されている放送番組に追い付いたかどうかが判定される。
【００４５】
このように、選択指示装置７の遠隔制御部２３が操作されて、放送番組を蓄積して、指定
された再生形態で再生する指示が入力されるときには、補助的なデータを用いることなく
、放送番組信号のみで、蓄積している放送番組の一時停止や反復視聴などが行われる。
【００４６】
＜放送番組の特徴を検出して、これを再生する場合＞
また、視聴者によって遠隔制御部２３が操作されて、放送番組の特徴を検出して、再生さ
せる指示が入力されると、選択指示装置７のＣＰＵ２４によって、受信分離装置５のパケ
ット分離部１７と、再生表示装置６のノンリニア視聴処理部１９と、選択／合成処理部２
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１とが制御されて、伝送路１５を介して供給された放送信号中に含まれている放送番組信
号の特徴検出、再生動作の開始が指示される。
【００４７】
これにより、ノンリニア視聴処理部１５の制御部２５によって、番組蓄積部２６、時刻比
較部２８、復号部２９が制御され、番組蓄積部２６の番組特徴検出回路３０によって、受
信分離装置５から出力される放送番組信号で示される各映像の切替点などを示す特徴点の
検出が開始される。
【００４８】
この後、この番組特徴検出回路３０の検出結果に基づき、制御部２５によって各番組の特
徴点の時刻情報が検知され、この時刻情報が時刻比較部２８に供給されるとともに、番組
蓄積部２６に蓄積されている放送番組信号（番組特徴検出回路３０によって特徴点の検出
が行われた放送番組信号）が順次、読み出されて、これが時刻比較部２８に供給され、こ
の放送番組信号に含まれている時刻情報と、番組特徴検出回路３０の検出動作で得られた
各特徴点の時刻情報とが比較される。
【００４９】
そして、放送番組信号に含まれている時刻情報と、番組特徴検出回路３０の検出動作で得
られた各特徴点の時刻情報とが一致する毎に、制御部２５によって、再生部２９が制御さ
れて、番組蓄積部２６から読み出されている放送番組信号が再生され、これによって得ら
れた映像信号、音声信号が選択／合成処理部２１に供給されて、表示部２２上に前記映像
信号で示される番組の特徴を表わす映像が表示されるとともに、表示部２２から前記音声
信号に対応する音声が出力される。
【００５０】
このように、選択指示装置７の遠隔制御部２３が操作されて、放送番組の特徴を検出して
、再生させる指示が入力されているときには、補助的なデータを使用することなく、送信
装置４から送出される放送信号に多重化されている放送番組信号に基づき、番組の特徴点
が検出されて、番組の頭出しなど、番組の特徴を示すシーンやカットのみが選択され、視
聴者に提示される。
【００５１】
＜補助的なデータを利用して、指定されたシーンを選択する場合＞
また、視聴者によって遠隔制御部２３が操作されて、補助的なデータを使用して、放送番
組を再生する指示が入力されると、選択指示装置７のＣＰＵ２４によって受信分離装置５
のパケット分離部１７と、再生表示装置６のノンリニア視聴処理部１９と、選択／合成処
理部２１とが制御されて、番組蓄積部２６に蓄積されている放送番組信号の再生動作、デ
ータ蓄積部２７に蓄積されている補助的なデータの再生動作、時刻比較動作などの開始が
指示される。
【００５２】
これにより、ノンリニア視聴処理部１５の制御部２５によって、データ蓄積部２７が制御
されて、受信分離装置５から出力される補助的なデータから分離され、データ蓄積部２７
に蓄積されているデータのうち、図３の表３５に示すように、番組を特徴づける説明情報
や重要度情報が各時刻ｔn毎に読み出されるとともに、復号部２９によってこれが復号さ
れて、メニュー形式の静止画信号が再生される。
【００５３】
そして、選択／合成処理部２１によって、復号部１８から出力されている映像信号と、ノ
ンリニア視聴処理部１５の復号部２９から出力されている静止画信号が合成されて、表示
部２２に表示されている現在の放送番組上に、メニュー形式で各シーンの内容が合成表示
される。
【００５４】
この状態で、視聴者によって遠隔制御部２３が操作され、表示部２２上にメニュー形式で
表示されているシーンの１つ、例えば図３の表３５に示すシーンＡが選択されると、制御
部２５によって、番組蓄積部２６と、データ比較部２７と、時刻比較部２８とが制御され
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て、データ蓄積部２７に蓄積されているデータのうち、シーンＡに対応するデータが選択
されて、このシーンＡに対応する時刻ｔ3を示す時刻情報が時刻比較部２８に供給された
まま、番組蓄積部２６に蓄積されている放送番組信号が順次、読み出され、これが時刻比
較部２８に供給されて、この放送番組信号に含まれている時刻情報と、時刻ｔ3を示す時
刻情報とが比較される。
【００５５】
そして、これらの各時刻情報が一致したとき、制御部２５によって、復号部２９が制御さ
れて、番組蓄積部２６から出力される放送番組信号が復号され、これによって得られた映
像信号、音声信号が選択／合成処理部２１に供給されて、表示部２２上に前記映像信号に
対応するシーンＡの映像が表示されるとともに、表示部２２から前記音声信号に対応する
音声が出力される。
【００５６】
このように、選択指示装置７の遠隔制御部２３が操作されて、補助的なデータを使用した
放送番組再生指示が入力されているときには、補助的なデータに記述された番組の説明情
報などを表示部２２上にメニュー形式で表示し、視聴者によってメニュー表示されている
シーンの１つが選択されたとき、番組蓄積部２６に蓄積されている放送番組信号の中から
、シーンを選択して視聴させることができる。
【００５７】
また、この応用として、番組の内容を特徴づける補助的なデータに記述されている放送番
組の説明情報などの特徴点を一定時間ずつ順次、自動的に視聴させることもでき、さらに
補助的なデータに記述されている重要度情報を使用して、番組蓄積部２６に蓄積されてい
る放送番組信号の中から、重要度が“Ａ”になっているシーンのみを自動的に選択して、
これを視聴させることも、また暴力的なシーンを含む部分、例えば図３に示す表３５中で
重要度が“Ｖ”になっているシーンを自動的にスキップして、残りのシーンのみを視聴さ
せることもできる。
【００５８】
＜放送番組とともに、番組の概要などを提示する場合＞
また、視聴者によって遠隔制御部２３が操作されて、蓄積した放送番組とともに、番組の
概要などを提示する指示が入力されると、選択指示装置７のＣＰＵ２４によって、ノンリ
ニア視聴処理部１９の制御部２５が制御されて、番組蓄積部２６に蓄積されている放送番
組信号の再生開始、データ蓄積部２７に蓄積されている補助的なデータの再生開始が指示
される。
【００５９】
これにより、ノンリニア視聴処理部１５の制御部２５によって、番組蓄積部２６、データ
蓄積部２７、時刻比較部２８、復号部２９が制御されて、番組蓄積部２６に蓄積されてい
る放送番組信号のうち、指定された番組の放送番組信号が選択的に読み出され、これが時
刻比較部２８に供給されて、時刻情報が復号されるとともに、前記放送番組信号が復号部
２９に供給されて、映像信号、音声信号が復号され、これが選択／合成処理部２１によっ
て選択されて、表示部２２上に前記映像信号に対応する映像が表示されるとともに、表示
部２２から前記音声信号に対応する音声が出力される。
【００６０】
この状態で、視聴者によって選択指示装置７の遠隔制御部２３が操作され、表示部２２上
に表示されている番組の概要や出演者などの各種付加情報を再生する指示が入力されると
、制御部２５によって、データ蓄積部２７が制御されて、データ蓄積部２７に蓄積されて
いるデータが順次、読み出され、これが時刻比較部２８に供給されて、この補助的なデー
タに含まれる時刻情報が再生されるとともに、この時刻情報と、番組蓄積部２６から出力
されている放送番組信号の時刻情報とが比較される。
【００６１】
そして、これらの各時刻情報が一致したとき、制御部２５によって、復号部２９が制御さ
れて、番組蓄積部２６から出力される放送番組信号の復号とともに、データ蓄積部２７か
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ら読み出されている補助的なデータの復号が行われて、番組の概要や出演者の氏名などを
表わす情報が再生されるとともに、選択／合成視聴処理部２１によって、放送番組信号の
映像信号中に、前記情報が合成されて、表示部２２に表示されている番組の映像上に、番
組の概要や出演者の氏名などを表わす文字や静止画などが重ねて表示される。
【００６２】
このように、番組の内容を視聴している視聴者が遠隔制御部２３を操作して、現在、視聴
している番組の情報などを要求したときには、表示部２２上に表示されている番組の映像
上に、この番組の概要や出演者の氏名などが重ねて表示される。
【００６３】
また、この再生動作では、番組に関する情報として、データ蓄積部２７に蓄積されている
補助的なデータを使用するようにしているが、選択指示装置７のＣＰＵ２４によって受信
分離装置５のパケット分離部１７、ノンリニア視聴処理部１９の番組蓄積部２６を制御し
て、パケット分離部１７から１つの信号ラインで、放送番組信号とともに、補助的なデー
タを出力させて、番組蓄積部２６に、これら放送番組信号、補助的なデータを蓄積させ、
これら放送番組信号、補助的なデータを使用して、上述した番組の概要などの提示動作を
行うようにしても良い。
【００６４】
＜補助的なデータを利用して、多選択受信する場合＞
また、放送局側の送信装置４が静止画を送出した後、複数の番組を送出して多選択受信を
行わせる放送信号を送出している場合においは、次に述べる受信方法を使用することもで
きる。
【００６５】
まず、視聴者によって遠隔制御部２３が操作されて、補助的なデータを使用して、多選択
受信、例えばある時刻から静止画を提示し、この静止画を提示している間に、送信装置４
から送出される２種類の放送番組信号を受信して蓄積させた後、視聴者の選択内容に応じ
て、蓄積している２種類の放送番組信号のいずれか一方を選択的に視聴させる指示が入力
されると、選択指示装置７のＣＰＵ２４によって受信分離装置５のパケット分離部１７と
、再生表示装置６のノンリニア視聴処理部１９と、画像発生部２０と、選択／合成処理部
２１とが制御されて、静止画の受信開始、２種類の放送番組信号の受信開始が指示される
。
【００６６】
これにより、受信分離装置５によって放送信号に多重化されている補助的なデータ（多選
択受信を行うのに必要な時刻情報と、制御データと、静止画データとを含むデータ）と、
放送番組信号とに分離されて、前記補助的なデータがノンリニア視聴処理部１９に供給さ
れ、このノンリニア視聴処理部１９のデータ蓄積部２７に蓄積されるとともに、データ蓄
積部２７に蓄積されている補助的なデータの中から、静止画となるデータが読み出され、
これが復号部２９で復号されて、静止画を示す映像信号が再生された後、選択／合成処理
部２１によって、復号部２９から出力される映像信号が選択されて、表示部２２上に前記
静止画データで示される静止画が表示される。
【００６７】
また、この動作と並行し、制御部２５によってデータ蓄積部２７が制御されて、このデー
タ蓄積部２７に蓄積されている補助的なデータの中から、制御データが読み出され、これ
が時刻比較部２８に供給されて、前記制御データ中に含まれている開始時刻情報が復号さ
れるとともに、この開始時刻情報と、受信分離装置５から出力される放送番組信号中の時
刻情報とが比較され、これらが一致したとき、制御部２５によってこれが検知されて、番
組蓄積部２６の蓄積動作が開始させられ、送信装置４側から送出される２種類の放送番組
信号の蓄積が行われる。
【００６８】
この後、制御部２５によって、データ蓄積部２７が制御されて、このデータ蓄積部２７に
蓄積されている補助的なデータの中から、制御データが読み出され、これが時刻比較部２
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８に供給されて、前記制御データ中に含まれている終了時刻情報が復号されるとともに、
この終了時刻情報と、受信分離装置５から出力される放送番組信号中の時刻情報とが比較
され、これらが一致したとき、制御部２５によってこれが検知されて、番組蓄積部２６の
蓄積動作が終了させられるとともに、２種類の放送番組信号の収録が終了したことと、番
組内容とを示す収録終了情報が生成されて、これが選択指示装置７のＣＰＵ２４に供給さ
れる。
【００６９】
これにより、ＣＰＵ２４によって、収録終了情報が解析されるとともに、この解析結果に
基づき、画像発生部２０が制御されて、選択可能な番組の内容を示す選択画面が作成され
、これが選択／合成処理部２１に供給されて、受信分離装置５から出力されている放送番
組信号を復号して得られる映像信号の画面と合成されて、表示部２２上に表示される。
【００７０】
そして、表示部２２上に表示されている選択画面を見ている視聴者によって、遠隔制御部
２３が操作され、２種類の放送番組信号のうち、いずれか一方が選択されると、選択指示
制御装置７によって、ノンリニア視聴処理部１９の制御部２５が制御されて、番組蓄積部
２６が制御され、この番組蓄積部２６に蓄積されている２種類の放送番組信号のうち、遠
隔制御部２３の操作内容で指定された放送番組信号が読み出されて、これが時刻比較部２
８に供給され、時刻情報の監視が開始されるとともに、復号部２９で復号されて、映像信
号、音声信号が再生される。そして、この再生動作で得られた映像信号、音声信号が選択
／合成処理部２１に供給されて、表示部２２上に前記映像信号に対応する映像の表示が開
始されるとともに、表示部２２から前記音声信号に対応する音声の出力が開始される。
【００７１】
この後、番組蓄積部２６から順次、読み出される放送番組信号中の時刻情報と、データ蓄
積部２７から読み出されている制御データで示される終了時刻情報とが一致したとき、時
刻比較部２８によってこれが検出され、この検出結果に基づき、制御部２５によって上述
した番組の選択再生が終了され、通常の番組再生が開始される。
【００７２】
このように、放送局の送信装置４が静止画を送出した後、複数の番組を送出して多選択受
信を行わせる放送信号を送出している場合には、放送信号を送出する送信装置４によって
、受信装置８を直接、制御して、番組の内容あるいは演出に適した視聴形態を実現するこ
とができる。
【００７３】
《実施の形態の効果》
このように、この実施の形態では、放送番組や付随するデータを収録する番組蓄積部２６
やデータ蓄積部２７を利用することにより、番組視聴中に、番組の概要や出演者の氏名な
ど、放送番組に関連する情報を参照させる際、少ないメモリ量で番組進行を遅延させて視
聴させる遅延視聴や保存した放送番組を必要に応じて何度も視聴させる反復視聴などを行
わせることができる。
【００７４】
また、この実施の形態では、放送番組に付随するデータ、例えば番組の概要や出演者の氏
名などの情報と、放送番組とを蓄積しているので、蓄積しているデータを単独で視聴者に
見せたり、蓄積している放送番組を単独で視聴者に見せたり、蓄積しているデータを使用
して、蓄積している放送番組を視聴者に見せながら、この放送番組に関する詳細な情報を
見せたりすることができる。
【００７５】
さらに、この実施の形態では、蓄積している放送番組を指定された再生速度で再生して視
聴者に見せるようにしているので、蓄積している放送番組を再生する際に、最初は標準速
度で再生した後、徐々に再生速度を早め、放送番組の終了点に近くなったときには、再び
標準速度で再生を行うような可変再生スピード視聴を行わせることができ、また、放送番
組を特徴づけるデータで記述されている位置から一定時間ずつ放送番組を順次、再生させ
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ることができる。
【００７６】
また、これらの応用として、放送番組の早送りや巻き戻し時（等倍速再生以外の時間順／
逆時間順再生）に、再生速度に応じて、例えば１倍速の再生速度が指定されているときに
は、通常の再生画像を再生し、また数倍程度の再生速度が指定されているときには、デー
タに記述されている特徴あるシーンを再生し、また内容が確認できないような倍速の再生
速度が指定されているときには、再生速度に応じて、段階的に変化する速度で、他のデー
タと関連づけられる静止画などをそれぞれ提示する提示情報を再生するような視聴形態が
可能になる。
【００７７】
また、この実施の形態では、放送番組内容の特定部分、例えばシーンや項目などの先頭位
置を指し示すような放送番組を特徴づける補助的なデータを併用するようにしているので
、蓄積された放送番組中の特定シーンや項目を瞬時に検索して視聴させる選択視聴を可能
にすることができる。
【００７８】
また、この実施の形態では、番組特徴点検出回路３０を設けて、放送番組とともに受信さ
れた補助的なデータを使用することなく、番組内容を解析して、スポーツ、ニュース、ド
ラマといった放送番組の様式に応じたカット長などに基づき、放送番組の特徴点を自動的
に検出して、放送番組中の特定シーンや項目などを視聴者に見せることができる。
【００７９】
また、この実施の形態では、送信装置４から放送番組とともに補助的なデータを送出する
ようにしているので、この補助的なデータを利用してテレビジョン受信装置８を直接、コ
ントロールすることができる。
【００８０】
これによって、例えば放送番組として、静止画などを伝送し、視聴者がこれを参照してい
る間に、複数の部分番組を伝送して、蓄積し、静止画の参照後に、視聴者の指示に従い、
蓄積しておいた部分番組を選択的に提示するような視聴形態を可能にすることができる。
この結果、あるシーンや項目が継続する時刻情報を補助的なデータに記述して、放送番組
におけるアクセスレベル、例えば暴力的なシーンや成人向けのシーンなど、ある特定の目
的に応じて、別の静止画などを自動的に表示させるような利用法を提供することができる
。
【００８１】
《他の実施の形態》
また、上述した実施の形態では、放送番組信号を構成する映像信号、音声信号が何らかの
方式で符号化され、デジタル伝送路などの伝送路１５を介して、各受信装置８に伝送され
るものとして、本発明によるテレビジョン放送システムを説明しているが、非符号化映像
、音声についても、データをデジタル伝送路、例えば垂直帰線消去区間（ＶＢＩ）に多重
化したり、衛星放送におけるデータチャネルで伝送することにより、非符号化映像、音声
について、符号化された符号化映像、音声と等しく取り扱うことができる。
【００８２】
また、放送番組信号中に多重化されている時刻情報については、時刻信号変換復号回路４
０で時刻の値をずらすことが可能であることから、送信装置４の多重化送出装置３で多重
化される時刻情報を必ずしも、基準にしなくても良い。
【００８３】
また、送信装置４で放送番組信号に多重化される補助的なデータとして、アスキー文字な
どの可視文字列またはバイナリーデータなど不可視データのいずれでも良く、また実現す
べき放送サービスの内容によっては、補助的なデータを送出するタイミングとして、番組
開始前または番組終了後など、放送番組信号と必ずしも同期させなくても良い。
【００８４】
【発明の効果】
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　以上説明したように本発明によれば、関連データに記述された番組の説明情報などをメ
ニュー形式で表示し、視聴者によってメニュー表示されているシーンの１つが選択された
とき、蓄積されている放送番組信号の中から、シーンを選択して視聴させることができる
。また、重要度情報を使用して、蓄積されている放送番組信号の中から、例えば、重要度
が“Ａ”になっているシーンのみを自動的に選択して、これを視聴させることも、また暴
力的なシーンを含む部分等を含むシーンを自動的にスキップして、残りのシーンのみを視
聴させることもできる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明によるテレビジョン放送システムおよびテレビジョン放送システム用受信
装置の一実施の形態を示すブロック図である。
【図２】図１に示すノンリニア視聴処理部の詳細な構成例を示すブロック図である。
【図３】図２に示すデータ蓄積部に蓄積される補助的なデータに基づいて得られる表の一
例を示す模式図である。
【符号の説明】
１　テレビジョン放送システム
２　番組製作装置
３　多重化送出装置
４　送信装置
５　受信分離装置
６　再生表示装置（再生装置）
７　選択指示装置
８　受信装置（テレビジョン放送システム用受信装置）
９　映像／音声送出部
１０　蓄積部
１１　データ生成送出部
１２　時刻信号発生部
１３　多重化部
１４　送出部
１５　伝送路
１６　受信処理部
１７　パケット分離部
１８　復号部
１９　ノンリニア視聴処理部
２０　画像発生部
２１　選択／合成処理部
２２　表示部
２３　遠隔制御部
２４　ＣＰＵ
２５　制御部
２６　番組蓄積部（蓄積部）
２７　データ蓄積部（蓄積部）
２８　時刻比較部
２９　復号部
３０　番組特徴検出回路（番組特徴検出部）
３１　蓄積回路
３２　蓄積処理回路
３３　信号変換／分離回路
３４　メモリ回路
３５　表
３６　復号／制御回路
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３７、３９　時刻信号分離回路
３８　時刻信号復号回路
４０　時刻信号変換復号回路
４１　比較回路
４２　制御回路
４３　復号回路

【図１】 【図２】
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【図３】
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